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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、「メタ倫理学と規範倫理学はいかにして再接続しうるか」という問い
の元に、分断が進んできた両者を架橋する方途を探求することを目的とするものであった。研究を通じて、メタ
倫理学の規範倫理学からの中立性を説いた側の理論やそれを批判する論者らの議論を検討してきた。
四年間の研究を通じて、メタ倫理学が規範倫理学から完全に中立であるということは難しく、そもそも倫理とは
何かということの内容レベル、形式レベル両面の理解が、それぞれのメタ倫理学的な前提にも大きく影響してい
ることが明らかになった。さらにそれらは最終的に応用倫理学の個別の場面に対しても影響を与えることが示さ
れた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project was to explore ways to bridge the gap 
between metaethics and normative ethics, which have become increasingly divided, under the question 
of "how can metaethics and normative ethics be reconnected?" Through the research, we examined the 
arguments of both the proponents who advocated for the neutrality of metaethics from normative 
ethics and the critics who opposed it. Throughout the four-year study, it became clear that it is 
difficult for metaethics to be completely neutral from normative ethics, and that the understanding 
of what ethics is at both the content and formal levels has a significant impact on each metaethical
 premise. Furthermore, it was demonstrated that these impacts ultimately extend to specific 
situations in applied ethics.

研究分野： メタ倫理学

キーワード： メタ倫理学　規範倫理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究成果は、従来分断されたものとして理解されてきたメタ倫理学と規範倫理学の間の関係について、一定
の知見を提供し、倫理学の新たな体系的な研究の萌芽を提供するものである。その際、これまでの諸議論が抱え
る対立に対して、それがそもそも倫理とは何かというレベルで生じてきている問題であることを明らかにしたこ
とで、様々な対立を俯瞰する別の視点を提供するものである。社会的には、この研究成果が、倫理的な意思決定
や行動に関する議論に対して有益であり、エンハンスメントを中心とした応用倫理学の場面における倫理的判断
の是非の検討に役立つことが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
① メタ倫理学とメタ規範学の分離 
メタ倫理学は近年、その分析対象を倫理的言説から、規範的言説一般へと拡大させている。つま
り、善や正などの倫理的価値ではなく、「規範性とは何か」と問うことで、論理や美、自己利益
など、倫理的価値以外にも規範的であると考えられる様々な対象を一括して扱い得る理論の構
築が進められている（A. Gibbard [2012] Meaning and Normativity など）。このことによって、
メタ倫理学はメタ規範学へと転換され、より広い視点から論じ得るものとなった一方で、「倫理
自体がもつ特殊性は何か」という問いは議論の後景に退けられてしまった。 
 
② メタ倫理学と規範倫理学の分離 
メタ倫理学の内実がメタ規範学へと転換したことで、従来から指摘されていたメタ倫理学と規
範倫理学の間の溝も一層広がることになった。すなわち、メタ倫理学研究がその中心を「倫理」
からずらし、しかも C.ダイアモンドらが批判するように、メタ倫理学は自身が規範倫理学から
中立であることを強調したことによって、両者の関係を積極的に論じる手立てや動機づけが失
われてしまった（C. Diamond [2010]“Murdoch the Explorer”など）。 
 
③ 規範倫理学と応用倫理学の分離 
近年の応用倫理学の現場では、一部の功利主義や環境徳倫理学の議論を除けば、規範倫理学の研
究成果はあまり有効に機能しているとは言えない。もちろん、それは応用倫理学の独自の学問分
野としての成熟を表しているとも言えるが、他方で、現状の規範倫理学理論が、現実の社会問題
を論じるための道具として不十分であることも示している。 
 
２．研究の目的 
以上の背景を踏まえて、本研究が目的とすることは、近年の規範研究の成果を踏まえつつ、再び、
規範倫理学を「倫理とは何か」という観点からメタ倫理学的に基礎付け直すことであり、それを
通じて、応用倫理学への接続を計ることである。この目的は背景の①～③に対応して、以下の三
つの目的から構成される。 
 
①* メタ規範学とメタ倫理学を再接続し、善き生を論じるためのメタ倫理学を構築する 
結果としてメタ倫理学との分離を招いたとはいえ、近年の規範性研究の成果は非常に重要なも
のである。したがって、それらを踏まえた上で、再度、倫理それ自体に焦点をあてることで、倫
理における規範性とは何かを明らかにし、メタ規範学を再びメタ倫理学に接続する。 
 
②* メタ倫理学と規範倫理学を再接続し、十分に基礎づけられた規範倫理学を構築する 
上の①*において提示された、規範性研究の成果と倫理それ自体の研究を取り込んだ新しいメタ
倫理学を元に、規範倫理学諸理論を捉え直す。これによって、より十全なメタ倫理学的基礎を備
えた規範倫理学理論を再構築する。 
 
③* 規範倫理学と応用倫理学を再接続し、理論と実践を架橋した応用倫理学を構築する 
上の②*において提示された新しい捉え方を元に、再度、応用倫理学の問題を新たな規範倫理学
の観点から捉え直す。これによって、従来の規範倫理学の成果を活かしつつ、より積極的な提言
を可能にする枠組みを生み出す。 
 
以上の三点を通じて、「十全なメタ倫理学的基礎をもち、現実の倫理的諸問題の解決に資する規
範倫理学理論を再構築すること」を目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、メタ倫理学によって規範倫理学を基礎づけるという方策を通じて、応用の諸問題に
向き合うための理論を構築することを目指している。特に、規範性研究という、倫理を超えて論
理学や美学、形而上学などの議論を利用しうるプラットフォームに基づきつつ、それを「倫理」
それ自体の伝統的な理論と接続し、再度、倫理学としてのメタ倫理学理解を提案することで、近
年停滞している規範倫理学研究に新たな道を開くことを目指す。これによって、より広い倫理学
以外の議論の成果と接続する道を開きつつ、現実の社会の諸問題と向き合うための倫理学理論
の可能性を提案する。 
 
 
４．研究成果 
本研究の目的は、メタ倫理学と規範倫理学の関係を、主にメタ倫理学の側から明らかにしていく
こと、あるいは逆に応用倫理学の研究から検討していくことを通じて、明確にすることであった。 



 
 初年度は主にメタ倫理学上の研究として、「非認知主義をめぐる論争」という論文を執筆した。
ここでは現代の多様な非認知主義および認知主義の拡がりについて検討した。また、「倫理学に
おける真理と誠実さ バーナード・ウィリアムズ ～ Truth and Truthfulness によせて 」とい
う研究発表を行った。この発表では、従来、あまり省みられてこなかったウィリアムズの晩年の
著作に焦点を当て、倫理学における真理の扱いについての検討を行った。 
 また、応用倫理学上の研究として、「ベネターの反出生主義における「良さ」と「悪さ」につ
いて」という論考を発表した。ベネターの理論はメタ倫理学上の議論から、応用倫理学の議論を
展開しているものであり、その両者を検討することで、反出生主義自体、そしてまた、メタ倫理
学と規範倫理学、応用倫理学の関係についての示唆を得た。また、「スポーツにおけるドーピン
グの悪さについて」という研究発表も行った。これは、運動パフォーマンスを増進する薬物を、
スポーツの大会において用いることの是非を論じたものである。 
 
二年目は、メタ倫理学と規範倫理学の関係の予備的検討および応用倫理学研究を集中的に行

いった。単著『「倫理の問題」とは何か メタ倫理学から考える』、論文”Between Discovery and 
Decision: Winch's Critique of the Universalizability Revisited”、および研究発表「メタ
倫理学とアイリス・マードック」では 20 世紀中盤以降のイギリスを中心とした倫理学者たちの
議論を中心として、そもそもメタ倫理学は規範倫理学から完全に独立に行うことが可能である
のかという点について、基礎的研究を行った。そこではマードックの「見方」という発想を経由
することで、さまざまな倫理の捉え方を体系的に整理し、そこから規範倫理学へとつなげていく
ための足がかりを築くことができた。 
 論文「スポーツにおけるドーピングの悪さについて」および研究発表「＜超高齢社会を支える
技術と倫理＞ 「メタ倫理学の視点から」 」では、メタ倫理学的な観点を基礎として応用倫理学
的研究を行った。前者では特にスポーツにおいてドーピングは厳しく規制されるが、そのどこに
悪さがありうるのか、という点をそもそもスポーツおよびルール目的とは何かという点まで遡
って考察した。後者では医療倫理も関連付けてメタ倫理学が有しうる社会的意義を論じた。 
 
三年目は、前年度に引き続いて、メタ倫理学における研究の対象が、倫理的価値から規範性一

般へと展開しつつある現状を踏まえつつ、もう一度、倫理的価値についての探求を行うために、
そもそも倫理とは何かという点についての研究を行った。その成果は『「倫理の問題」とは何か』
において示した。具体的には、R.M.ヘアや P.フットらの考え方を元に、四つの倫理の理解を示
し、それぞれの関係などを明らかにした。中でも、I.マードックの提示した世界の見方としての
倫理という理解は、従来の狭い英米系の倫理学をさらに広げる可能性をもったものであること
が示された。 
また、倫理的価値がそれ以外の事実とどのような関係にあるかを検討するために、H.パトナム

や I.マードックの研究を参照し、「事実と価値と存在論――H.パットナムと I.マードック」にお
いて、事実と価値の間には断絶があるとするヒューム主義とは反対に、両者の間に連続性を認め
る立場の主張内容の精査を行った。 
さらに、本研究課題は、メタ倫理学を応用倫理学まで接続することを目指しており、そのため

にエンハンスメントを中心としつつ、人体に人為的に介入する生化学技術全般の倫理的妥当性
を問う研究を行い、『心とからだの倫理学』においてその成果を示した。そこで、美容整形をは
じめとした多くの技術は、個人の裁量で「人それぞれ、本人が幸せになるなら、それでいい」と
されてしまいがちだが、実際には様々な点で社会や共同体のあり方と切り離すことができない
ことを示した。 
 
最終年度においては、イギリスの哲学者、アイリス・マードックの議論の集中的な検討を行っ

た。マードックは、リチャード・ヘアらが主張するメタ倫理学の規範中立性を徹底的に批判した
ことで知られているが、他方で、自身の積極的な立場がどのようなものであるのかということに
関しては十分な研究が行われてこなかった。そこで、彼女のメタ倫理学上の主張がどのようなも
のであるのかということを、一次文献から析出し、二次文献の検討を通じて明確化した上で、代
表的な規範倫理学理論である徳倫理学と対比することで、メタ倫理学と規範倫理学がどのよう
に関係づけられるかを改めて論じ、「I.マードックの見方の倫理の規範的含意について」という
研究発表を行った。 
 
四年間の研究を通じて、メタ倫理学の規範倫理学からの中立性を説いた側の理論やそれを批

判する論者らの議論、あるいは逆に応用倫理学の側からメタ倫理学的な前提まで遡る議論を検
討してきた。結果として、メタ倫理学が規範倫理学から完全に中立であるということは難しく、
そもそも倫理とは何かということの内容レベル、形式レベル両面の理解が、それぞれのメタ倫理
学的な前提にも大きく影響しているということが明確となった。さらにそれらは最終的に応用
倫理学の個別の場面に対しても影響を与えることが、エンハンスメントの研究から見えてきた。
今後はこの点をさらに深め、特に、倫理とは何かということの根本的な理解を支える要素の一つ
である、「価値とは何か」ということが改めて議論される必要がある。 
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